
「帰りたい家庭」「通いたい学校」「住みたい地域」 
 「私たちは子どものためにやっている。」班長会での力強い一声がありました。本当に

その通りです。大事にしたい一言です。 

まずは、令和５年度の少年指導員の活動、ありがとうございました。皆様のおかげで、

子どもたちだけでなく、この地域の方々は安心して、生活することができました。５月からは、

令和６年度のメンバーになります。1年間ありがとうございました。 

指導日誌より 
瑞浪地区 

・小学校で学級閉鎖もあって、登校する小学生が少なかったです。しかし、小学生も中学生

も声かけすると元気なあいさつが返ってきました。（3/19 釜戸） 

・川の近くの公園に若い子がいたので声をかけたら、今から帰りますと返事がありました。

（3/4 日吉明世） 

土岐地区 

・中学生による朝のあいさつ活動を週に３回行うことになったので、小中学生対象にあい

さつの輪を広げていきたいです。（3/13 肥田） 

・高校生に声をかけました。高３ということで、卒業後の進路のことを話してくれました。専

門学校に進学するとのことでした。卒業後も、小学生、中学生に関わっていきたいとのこ

とでした。今後もさらなる飛躍に期待します。（3/13 特別） 

多治見地区 

・雨の日だったので、風邪をひかないように声をかけました。（3/12 小泉） 

・すごい強風で、また寒い中での活動で大変でした。電車から降りる人も少なかったです

が、親子連れにあいさつすることができました。（3/20 南姫） 

・公園に向かう小学生たちに会うことができ、大きな声であいさつしてくれました。公園で

は元気に遊ぶ姿を見ることもできました。（3/14 池田） 

３月実施 多治見 瑞浪 土岐 

声かけ人数 335 76 447 

指導員参加数 70 25 29 

 

諸連絡等 

・計画していた活動が中止の場合は少年センターへ連絡をお願いいたします。 

・少年指導員を退任されても、ベスト等は永久貸与ですので、返却は不要です。 

・次年度も継続の方は身分証明書をそのまま使います。破損等がありましたら、ご連絡ください。 
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